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藤井 中央 アンデ スの チャンカイ文化 と天野博物館について

そのためにかならず館長の天野氏自身か館員が説明をすることになっている。現在は

日本語 とスペイン語で解説を行っているが,そ の内容は展示品に関するありきたりの

説明だけではなく,天 野氏も書いているように 『学者たちの書 く立派な書物を見 ると,

年代の順序 とか,遺 跡の構造,遺 物の特徴などは整然 と書かれているが,遺 跡の構造

はどのような意味を持 っているのか,土 器や織物の文様に古代のインデ ィオがどのよ

うな心をこめているか,な どはふれていない。もちろん慎重な先生方がふれたがらな

い気持 ちはよくわかる。 しか しこういうことがわからな くては,古 代文化の本当の意

義は理解できないではないか。 この研究者のさわりたがらない部分を,今 につきとめ

てやろう,な どと思ったものです』[天 野1975]と いう精神で,時 には天野氏独特

の解釈を混じえて,滅 び去 った古代アンデス文明への愛情のこもった説明がなされる

のである。特に,天 野氏が長年手がけているチャンカイ文化に関 しては,そ の多 くを

自身の手でとりあげているだけに一そう説明に熱がこもり,見 学者は知 らず知 らずの

中に魅せられて しまう。

 この説明をさらに効果的にするために,本 館では展示方法にも工夫がこらされてい

る。すなわち,ほ とんどすべての遺物を直接手にとって見 ることができるということ

である。博物館の展示といえば,鍵 のかかったケースのガラス越 しに見るか,か なら

ず 「お手を触れないで下さい」 と書いてあるのが普通であろう。本館では,例 えば笛

になっている双胴壺の説明の場合 「これは中が特殊な構造になっていて,水 を注 ぐ時

音が出ます」というだけではなく,実 際にケースから出して鳴らしてみせる。また,

鈴などの楽器もケースから出してその音を聞 くことができる。そのため,ケ ースは天

写 真 11
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写 真 12

野氏の設計により特別に作製されたものを使用 している。第1展 示室の壁沿いのもの
                                         

は,一 見嵌め殺 しのガラスのように見えるが,ほ ぞとほぞ穴だけで止 っているので簡

単に明けることができる(写 真11)。 中央のケースは,鉄 製の枠組みに上に2つ の小孔

のあいたガラス板をフックで吊り下げただけのもので,ガ ラスは簡単に手前に開き中

のものが取り出せるようになっている(写 真12)。 このまさにカーテンウォール式とも

いうべきケースは,当 初展示品を簡単に取出すために考えられたものであったが,数

年前 リマ市にかなり大きな地震があった時 に吊ガラスが振動 を吸収 したためか,被

害は皆無 で予想外の効果があったことがわかったという。 以上は第1展 示室に関す

るものであるが,第2展 示室に関 しても,引 出しに収めてあるものはもちろん,上

に展示されているものもガラスをはず して簡単 に手 に取って見 られるようになって

いる。

 3階 にある第1,第2の 二つの収蔵展示室は,一 般には公開 していないが,研 究者

あるいは特に熱心な見学者の希望があれば,い つでも案内 してもらうことができる。

この二つの部屋はその名の通り,単 なる収蔵庫ではない。戸棚,ケ ースなどに通常の

展示室より多量の品物が入 っている点が異なるだけで,す べての品物を簡単に取り出

すことができる点は,2階 の展示室 と共通 している。第1収 蔵展示室には,土 器,染 織

品の他に,各 種の金属製品,土 器作製のための型,楽 器や機織りの道具,さ らには動

物,植 物などの自然遺物が分類整理されている。 第2収 蔵展示室 には,492cm×

135cmの 当館収蔵品中最大の布をはじめ,大 きな染織品が木枠に収めて掛けられて

いる。
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V.収 蔵 品

 天野 博物 館 の収 蔵 品 と して は,現 在 カ ー ドに 登 録,整 理 さ れて い る もの と して,

3026点 の完 形,準 完 形 土 器 と,3321点 の 染 織 品 が あ る。 しか し,そ の他 に未整 理,未

登録 の もの がか な りあ り,ま た木 製 品 が約100点,金 属 製 品 が 約500点,.そ の 他 多 数 の

骨 角貝 製 品,楽 器0織 物 の 機,石 製 品,装 飾 品,動 物 や植 物 資 料,さ らに10例 の 入 墨

の あ る ミイ ラの腕,94例 の 頭骨,数 え切 れ な い土 器 片 を入 れ る と,そ の数 は2万 点 を

越 す と思 わ れ る。 登 録 作 業 は 進 行 中 で あ るが,少 ない館 員 が 多忙 な仕 事 の 合 間 を見 て

写 真 撮影,計 測 な どの 作 業 を 行 うた め な か な か捗 らず,か え って新 しい収 蔵 品 が つ ぎ

つ ぎ と増 え て い る状態 で あ る。

 これ ら多数 の収 蔵 品 め90%以 上 は,天 野 氏 が最 も力 を入 れ て調 査0研 究 を して い る

チ ャ ンカ イ文 化 期 の もの で あ る。 しか し,中 央 ア ンデ ス先 スペ イ ン文 化 に関 す る博 物

館 で あ るか らに は,そ の他 の 時 期,地 域 の もの も数 は多 くは な い が,き ちん と系 統 的

に集 め られて い る。 また,通 常 の 収 集 家 とは異 な り,土 器,染 織 品,金 属 製 品,装 身 具

な どい わ ゆ る骨 董 品の 類 の 他 に,当 時 の食 料 や染 織 の材 料 に な った動 物,植 物 資 料 ま

で もそ の 収蔵 品 の 中 に含 まれ て い るの も大 き な特 色 で あ る。

 これ らの 中,2階 の二 つ の展 示 室 に陳列 さ れ て い る もの は,141点 の土 器,47点 の

染 織 品,11点 の木 器,19点 の首 飾 り0100点 の金 属 製 品の 他,数 例 の 楽 器,羽 毛製 品,

人 形0キ ー プ(計 算 あ るい は記 録 に使 われ た 一 種 の 結縄),そ の 他小 型 の装 飾 品が い

くつ か あ る にす ぎな い 。 た だ し,第2展 示 室 の ケ ー ス の下 に は,290の 引 出 しが あ り

そ の 中 に も多数 の染 織 品,人 形,紡 錘 な どが 収 め られて い る。 そ の 他 の収 蔵 品 は,四

つ の 収 蔵 庫 と収 蔵 展 示 室 に収 め られ て い るが,現 在 収 蔵 品 の数 が増 えす ぎ,こ れ らの

場 所 だ け で は収 納 しきれ な くな って い る。 そ の た め一 部 は1階 の ガ レー ジ の通 路 や 裏

の住 宅 の 屋 上 に,棚 を作 った り箱 に収 め た り して積 み あ げ られ て お り,将 来 の収 蔵 庫

の増 設 が 望 まれ て い る。

 本 館 の 収 蔵 品 の 中 の い くつ か は,1958年 の イ ンカ帝 国 文 化 展 を皮 切 りに,61年 の イ

ンカ帝 国 黄金 展,64年 の コ トシ ュ神 殿 秘 宝展,71年 の 古代 ア ンデ ス文 明展,75～76年

の イ ンカ文 明 と ミイ ラ展 な どの 機 会 に 日本各 地 で公 開 さ れて い る。特 に,71年 の古 代

ア ンデ ス文 明展 は,そ の 出品 物 の 大 部分 が本 館 の収 蔵 品 で あ った 。 ま た,収 蔵 品 の写

真 は,多 くの 美術 全 集 そ の他 の 書 物 で も広 く紹 介 され て い る [泉(監)1956;石 田,

泉(編)1959,1965;AMANo l961;泉1962,1964;泉(編)1964a,1964b,1970;

飯 山1966,1969;増 田1973;高 山(編)1975;批 田1976]。

 こ の数 多 くの収 蔵 品 の 中で,天 野 博 物 館 の 名 を高 か ら しめて い るの は,な ん とい っ

て も染 織 品 の 質 と量 で あ る。 そ の大 部 分 は チ ャ ンカイ文 化 に属 す るが0前 期Horizon
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の パ ラ カ ス文 化 の も の を 始 め,モ チ カ,ナ ス カ,ワ リ,チ ム ー,イ カ ・チ ン チ ャ な ど
                                           コ

他 の 時 期,地 域 の も の も含 まれ て い る。 これ らの染 織 品 の大 部 分 は,い わ ゆ るい ざ り

機(後 帯 機,腰 機,地 機 と も よば れ る)と い う原 始 的 な機 を使 って 織 られ た もの で あ

る。 この タイ プ の機 は,こ の地 域 だ けで な く世 界 各 地 に分 布 して い るが,中 央 ア ンデ

ス先 スペ イ ン文化 の染 織 品 に は,こ の 機 を 使 って製 作 可 能 な織 物 の ほ とん どす べ て が

見 出 され る とい う。 す な わ ち,0般 に正倉 院,エ ジ プ トの コプ トと並 ん で 有 名 な イ ン

カ古 代 裂 の 中 で も特 に優 れ た綴 織 りを は じ め,紋 織 り,羅 織 り,紗,紹,浮 織 り0縫

取 り織 り,二 重 織 り,縫 合 せ 織 り,綾 織 り な どが知 られ て い る。 ま た0織 物 の ほ か編

物,組 紐0刺 しゅ う も発 達 して お り,縫 編 み,オ ー プ ン ワ ー ク,レ ー ス,捻 編 み0結

び節,結 び編 み な どの製 品 が み られ る。 紡 ぎ,染 色 の 技術 もなか なか 進 ん で いた 。 紡

ぎ はす べて 簡 単 な 棒 と紡錘 車 を使 った手 紡 ぎ で0主 と して 木 綿,獣 毛 が使 わ れ た 。 時

に は現 在 の よ う に品 種 改良 の行 わ れ て い な い比 較 的 短 繊 維 の 木 綿 を,髪 の毛 よ りも細

く紡 い だ見 事 な もの もあ る。染 色 は織 りほ ど発 展 は しなか っ たが,絞 染 め,描 染 め ・

ろ うけつ 染 めな どの 技 法 が 知 られ て い た。 緋 染 め も き わ めて少 数 の 例 が 現 在 ま で に 出

土 して い るが,本 館 の 収蔵 品 の 中 に は み られ な い 。

 これ らの染 織 品 は,い ず れ も死者 を埋 葬 す る時 に あ の世 へ の旅 立 ちの 晴着 と して つ

け られて いた もの で,短 か い 袖 付 きあ る い は袖 な しの短 シ ャ ツ,膝 まで の 長 さの貫 頭

衣,ポ ンチ ョ,ふ ん ど し,巻 ス カ ー ト,腰 帯,頭 に巻 い た帯,頭 に被 った 薄 物 の ベ ー

ル,肩 掛 け,袋0帽 子 な どが み られ る。 そ の 他 に,オ ンダ とよ ばれ る投 石 用 の紐 カ

ー テ ンあ るい は敷 物 と思 われ る大 き な布 類 も知 られ て い る。 この 中 で 最 も 驚 くべ き

もの は,チ ャ ビ ン様 式 の 文 様 が 描 か れ た パ ラ カ ス の 織 物(写 真7左 端)で あ ろ う。

246 cm×56 cmの この0枚 布 は,い ざ り機 の 場合 か な らず見 られ る織 終 い の ゆ るみ

が な く,終 始 均 一 に織 られて お り,こ の 分 野 の 権 威 で あ る ニ ュー ヨー クの ア メ リカ 自

然 史 博 物 館 の バ ー ドBird博 士 を うな らせ た もの で あ る。 そ の他 の主 な もの と して,

結 び織 りの チ ム ー期 の 美 しい シ ャ ツ(写 真Ia),細 か い 手 先 の操 作 に よ り織 り出 さ れ

た オ ー プ ン ワー クの 薄 物(写 真Ib),多 色 に染 分 け た 絞 り染 め の布(写 真Ic)0各 種

の文 様,技 法 を 一枚 の布 に織 り込 ん だ い わ ゆ る'見 本 織 り"と よ ばれ る布(写 真Ila),

綴織 りで小 さ な人 物 や 動 物 を 織 り 出 した も の(写 真IIb),白 色 染 料 を 使 った も の(写

真IIc),ビ ロー ド状 の 帽子(写 真Ild)な どの他,密 林 地 帯 の 鳥 の 羽 を 織 り込 ん だ布,

伸 縮 自在 の エ ラス テ ィクな 帯 な どが あ げ られ る 。 これ らは,天 野 博 物 館 の代 表 的 な 収

蔵 品 で あ るが,そ の他 に多 数 あ る資 料 を み て も,時 期 地 域 に よ り文 様 や 色 の 組 合 せ

な ど に差 は あ る が,技 術 的 な 面 で は ほ とん ど違 い が な く,当 時 の染 織 技 術 の水 準 の 高

さ に は驚 か され る。

 土 器 の方 で は,ナ スカ の階 段 型 土 器(写 真IIIa),モ チ カ の舟 を 操 る漁 師 を 配 した

浅 鉢(写 真IIIb),ワ リの ラ グ ビ ーボ ー ル形 土器(写 真IIIc)な ど,お そ ら く世 界
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写 真la

写 真 Ib

写 真lc
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写 真Ila 写 真Ilb

写 真 IIC 写 真 IId
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写 盲  IIIa

写 盲  IIIb

写 真 IIIC
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写 真IVa 写 真IVb

写 真IVc 写 真IVd
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写 真Va 写 真Vb

写 真Vc 写 真Vd
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写 真Vla

写 真 VIb

写 真VIc
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で 唯0の 例 と思 わ れ る もの の他,チ ャ ビ ンの ピ ラ ミッ ド型 壺(写 真IVa),モ チ カ の

大型 人 物坐 像壺(写 真IVb),鵜 飼 い の情 景 を 描 い た 鐙 型 壺(写 真IVc),モ チ カ後

期 の 農 業 と漁 業 を 表 した二 重 鐙 型 壼(写 真IVd),チ ム ー ・イ ンカの 踏 み す きを 模 し

た 黒 色 土器(写 真Va),チ ャ ンカ イ 三 彩 文化 期 の土 製 の面(写 真Vb)な どが,本 館

収蔵 品 中の 逸 品 と して名 高 い。 そ の 他 に,0つ0つ は決 して美 しい も の では ない が,

お そ ら く世 界 で 最 も多数 の チ ャ ンカ イ の土 器0特 に約500点 を 数 え るチ ナChinaと

よ ば れ る人 面 付 壺(写 真Vc),ク チ ミル コCuchimilcoと よば れ る土 製 の入 形(写
                              

真Vd)が ある。 また,俗 に5人 ばや しとよばれるチムー期の,楽 器を奏する5個 の

人物象形壼(写 真VIa)は,そ れぞれ別 に出土 したものといわれるが5つ 集められ

た様はまさに日本の5人 ばや しに良 く似ており,見 る人に微笑をさそうものである。

 染織品0土 器以外のものの中では,婚 礼の宴の情景を表 したといわれる,家 の中に

入 った人形(写 真Vlb),世 界で本館と リマ市の黄金博物館にしかない木製の輿の背

当て(写 真VIc)な ど,す でに書物 にも紹介されて有名なものの他0孔 の径0.19

mmの 極少のビーズ,専 門家でもその製作法の解 らないチムーの鋳物製装飾品,金

製の釣針など当時の技術水準の高さ,豊 かさを示す ものがある。珍 しいものとしては,

竹,木 綿,獣 毛で作 られた戦闘用のヘルメット,皮 製のサ ンダル,皮 に描かれた絵の

断片,計 りとおそらく計りの重りとして使われたと考えられる鉄,鉛,石 製の小球,
                     

料理用のあくす くい状の曲げた木枠に網をはったもの,木 製の素朴な人形など,他 の

博物館ではあまり見 られないものが収蔵展示されている。

 今まで しばしば触れたように,本 館収蔵品の大部分はチャンカイ文化期のものであ

る。そのほとんどが副葬品であるという一定の条件はあるが,そ こには当時の生活用

具あるいは信仰,祭 祀用具の多 くがみられると考えてよいであろう。衣服,装 身具な

どの染織については前にも触れたが,天 野氏によれば数多 くの出土品にその差はほと

んどなく,い ずれも質の高いものであるという。チャンカイ文化の政治社会組織につ

いては,同 時代の北のチムー,南 のチンチャほど良 く解ってはいない。チムー王国に

おけるチャン・チャンChan Chan,チ ンチャ王 国 におけ るラ ・センティネラLa

Centinelaの ような大政治宗教センターであった遺跡は,中 部海岸には知 られていな

い。副葬品に差がみられないということが,大 遺跡のないことともあわせて強大な権

力の集中した政治機構のなかったことを示すのか,あ るいは当時の全般的な技術水準

の高さを示す ものかについては,副 葬品以外の調査,研 究の進んでいない現在,将 来

に残された課題の一つであろう。

 土器,土 製品についても,前 半は白地に赤,黒 彩のいわゆる三彩土器が主で,後 半

は白地黒彩になるが0い ずれも素朴なものである。副葬品としては,球 形で短頸の壺,

皿,コ ップ形土器など日常生活に使われたものの他,前 述のチナと俗称される入面付

壺が最 も特徴のあるものである。この壺は一つの墓から1な い し数例出土する。大部
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分は手に小さな盃を持 っており,顔 はさまざまな文様で彩 られている。この小盃に見

合う実際の盃も出土 しているが,こ れも天野氏によれば,通 常小盃を使用するのはア

ルコール分の強い酒を飲むための場合が多く,チ ャンカイ文化期にすでに蒸留酒の製

造法を知 っていたのではないかと考えられるという。その他0皿 類には波形,階 段,

十字などの文様が彩色されたり,型 による浮 出し文が施されている例が多いが,こ れ

が単なる幾何文様として片付けて良いものか,あ るいはそれぞれ何 らかの意味を持っ

ているものかどうか,重 要な研究課題の一つであろう。その他の資料も豊富にかつ全

般的に収蔵されているため,チ ャンカイ文化研究のためには0天 野博物館の収蔵品の

調査,分 析はその第一歩ともいえる重要な仕事 といってよいであろう。今回の調査は,

他の調査の整理もあり,ま た染織品や自然遺物などのように,そ の方面の専門家の協

力が不可欠なこともあって十分には行えなかったが,近 い将来に再度じっくりと調査,

研究を行いたいと思 っている。

W.研 究活動 その他

 天野博物館独自の研究 として0館 長の天野氏 自身によるチャンカイ文化の研究,お

よび中央アンデス文化の文様の研究がある。チャンカイ文化の研究は,チ ャンカイ川

流域に散在する遺跡の分布図作製にはじまり,現 在までにその他の川の流域 も含めて

25カ所の遺跡で発掘調査が行なわれている。またその他多 くの遺跡で表面採集,調 査

を行ない資料を収集 している。その結果,そ れぞれの遺跡の性格を解明し,また出土遺

物の整理を通 じてチャンカイ文化の人びとの生活,技 術を研究 しているが,残 念なが

ら天野氏はアマチュアである事を自認 しており,こ れまでの調査,研 究で蓄積された

知識を書 くことを好まない。ただ,博 物館を訪れる人たちに,情 熱をこめて自身の考

えを語 られるにすぎない。文様研究の方 も,遺 物収集と同時に始めていた。 しか し当

初はこんなことをして何になるかと弱気になったこともあったが,1957年 ちょうどペ

ルーを訪れていた渋沢敬三氏に励まされ,そ の後 も倦まず弛まず研究を継続 している。

この研究は主としてチャンカイ文化の土器,染 織品に表された文様を中心に進められ

ているが,参 考例としては,中 央ア ンデス地帯諸文化のみならず,ア ジア,ア メリカ0

ヨーロッパ0ア フ リカと全世界のものを意欲的に集め,研 究の内容を高める努力を行

っている。現在,鳥 を表す文様を主に,29冊 の透明ファイルと1冊 のアルバムにコピ

ーした資料がぎっしりと詰っている。その他,自 身お酒を少 しょうた しなむためか,

「アンデス文明の酒道の研究」 と称 して0酒 盃,酒 壺,あ るいは酒を飲む人物を描い

たものや象った土器などに基づいた研究 も行 っている。ともか く,天 野氏の学識の幅,

深さは限りがなく,考 古学者あるいは織物の研究家はもちろん,天 野氏の専門でもあ

つた漁業関係をはじあ,植 物学,動 物学,農 業工学,医 学0都 市工学その他の研究者
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た ち もか な らず 何 か 教 え られ る所 が あ る とい う。

 天 野 博 物 館 の 研 究 活 動 の も う一 つ の大 きな もの と して0内 外 の 南 米研 究者 の拠 点 と

して の役 割 りが あ げ られ る。 現 在 まで に,1958～69年 の間5次 に わた った 東京 大 学 ア

ンデ ス地 帯 学 術 調 査 団,1975年 の核 ア メ リカ(中 南 米)調 査 団 の二 つ の人 類学 ,考 古

学調 査団 を は じめ と し,地 理 調 査 団,植 物 調 査 団 あ る い は都 市 工 学,医 学 調査 団 な ど

が天 野 博 物 館 の有 形,無 形 の世 話 に な って い る。特 に東 大 ア ンデ ス調 査 団 の場 合 は,

そ の成 立 の き っか けが1955年 の 故泉 靖 一 氏 と天 野 氏 との ペ ル ー で の 出合 い に あ った と

い う因縁 もあ っ て,5次 に わ た る調 査 期 間 中 に 全面 的 に世 話 に な り,器 材 や 遺物 の保 管

あ るい は そ の整 理 の た め の場 所 の提 供 を受 け て い る。 ま た,古 くは近 畿 大 学 の 松 井 佳

一 松 本 巌 両 氏 を は じめ,中 島章 子 氏,角 山幸 洋 氏,柏 木希 介 氏,Shiraki Hiroya氏 等

の 日本 人,あ るい はRosa Furg Pineda, M. K. Hodnettな どの ペ ルe人 が,本 館 の

資 料 に基 づ い て 論 文 を発 表 して い る[松 井,松 本1960;中 島1970;角 山1973a,

1973b,1974;SHIRAKI n. d.;KAsHlwAGuI l 976;FuNG PINEDA l 959;HoDNETT

l976]。 その 他 に 染 織 品 の 研究 家 と して名 高 い 山辺 知 行 氏,吉 岡 常 雄 氏 の 他 前述 の

石 原 嬢 の よ うに は るば る 日本 や 欧 米 諸 国 か ら来訪 す る研 究 者 も数 多 く0こ れ らの 人 び

とを 心 良 く受 け入 れ,収 蔵 品 の 自由 な 研 究 の 場 を提 供 して い る 。

 天 野 博 物館 の活 動 の0つ と して,俗 に 天 野教 室 と い わ れ る もの が あ る。 これ は在 留

邦人 あ るい は 当地 に進 出 してい る 日系企 業 の家 族 を対 象 とす る もの で,通 常 月 に一 度

館 の講 堂 で講 義 を す るか,あ るい は 他 の 博 物 館 や,附 近 の 遺 跡 の見 学 を行 って い る。

講 義 は 天野 氏 自身 が行 う他0日 本 よ り来 館 す る学 者 に も依 頼 して行 われ て い る。 そ の

他 本 館 の 収蔵 品 を使 った 出版 物 は もち ろ ん の こと,ポ ス タ ー,カ レ ンダ ー,絵 ハ ガ

キ 等 の た め の写 真 撮 影 に はで き るだ け の 便 宜 を 図 って い る。特 に研 究 者 の 場合 に は,

無 償 で そ の写 真 の 使 用 を 許可 してい る。

W.お わ り に

 以上,中 央アンデスのチャンカイ文化研究の第一歩として,こ の文化の資料を多数

収蔵 している天野博物館の創設の経緯,展 示0収 蔵品,研 究活動その他について述べ,

その形態,内 容を一通り紹介 して来た。チャンカイ文化研究はまだその緒についたば

か りであり,さ まざまな問題が課題 として将来に残されているが,こ の機会を利用 し

てチャンカイ文化の真の発見者 ともいうべき天野芳太郎氏とその博物館についてもう

少 し述べさせて頂きたい。

 天野博物館の真髄 は,決 して完備 した建物,充 実 した収蔵品とその展示構成といっ

た表面的な点にあるわけではない。 この博物館を世界でも指折 りのものの一つといっ

て良いものまでに したのは,ひ とえに天野氏の持つ中央アンデス先スペイン文化に対
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す る尊敬 と愛情であったといってよいであろう。この気持ちを一人 占めにせず,で き

るだけ多 くの人びとにも知ってもらいたいという心が,建 物に,展 示に反映し,ま た

見学者に対す る説明の中にもにじみ出ている。そのたあここを訪れる人びとにもその

心が伝わり,お のずか ら評判をよぶようになったのである。創設の経緯でも述べたよ

うに,天 野氏は事業家として戦前,戦 後の二度にわたり裸一貫から成功した人である。

しか し0事 業で得た利益をすべて,若 い頃か らの夢であったアメリカ古代文化の調査,

研究,遺 物の収集に費 し,こ のように立派な博物館を創 り上げたのである。

 今 日,日 本人の海外進出は眼をみはるものがある。 しか し,そ の活動のほとんどす

べては企業,商 社を主とした経済活動であり,あ るいは宗教団体による布教活動であ

る。文化,社 会的な面といえば,政 府の後押 しによる官製のもの,あ るいは華道,茶

道,柔 道,歌 舞i伎や能といった日本古来の伝統文化の紹介にとどまるといってよい。

一方,戦前,戦後を通じて日本人が外国の文化を取り入れる勢いは驚くべきものがあり,

有名なオーケス トラ,オ ペラに始まり,絵 画0彫 刻,美 術考古品などは日本に居なが

ら見たり聞いたりできる。また国外のものを収蔵,展 示 している博物館,美 術館も数

多 くある。その中で,外 国の文化を日本人が現地で紹介 しているという例は,お そら

く天野博物館をもって唯0の 例とするのではあるまいか。天野博物館は,天 野氏の20

年以上にわたる現地での調査研究の成果を示すものであり,そ こに収められたチャン

カイ文化の染織品の評価は世界に広 く知 られている。このことは,天 野博物館という

名は,最 近になって2,3の 旅行ガイ ドブックに出るようになったが,そ れまでは一

般に広 く知 られているとはいえなかったにもかかわらず,昨 年中に世界50ケ 国から多

くの人びとが訪れていることか らも判るであろう。日本人の場合0団 体旅行のスケジ

ュールの一つとして来館する人が多いのに反 し,諸 外国の人びとはこの博物館の評判

を聞き,自 らの意志で来る人が多い。 このことはとりもなおさず,諸 外国の人びと

が天野博物館を通 じて,日 本人が外国の文化に示す理解と愛情,日 本人の文化的資質

の高 さを認める場 ともなっているといえよう。それと同時に,前 述の日本での数回の

展覧会への出品をはじめとして,ペ ルー国内で催される各種の展覧会はもちろん,こ

れまでにアメリカ合衆国,フ ランス,西 ドイツ,メ キシコ,ブ ラジル,ア ルゼンチン

などの各国で開催された展覧会に収蔵品を出品し,ペ ルーの古代文化の紹介に努めて

いる。

 館長の天野氏は,本 年78才 という年令にもかかわらず,連 日調査,研 究,お よび見

学者のたδ6の展示品解説の活動を続けている。特に,天 野氏が自ら収集に当った展示

品の解説には0ま るで我が子をいつ くしむかのような愛情がこもっており,お そらく

それを聞いたすべての人が感動を覚えるであろう。また,国 内外の研究者,愛 好家に

は進んで資料を全面的に公開 し,そ の研究に協力を惜 しまない態度には,全 く頭が下

がる思いがす る。
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 1974年 の財団法人化により,本 館が天野氏の名と共に永遠に存続す ることが法的に

可能になったのは実に喜ばしいことである。願わくば,そ の裏付けとなる資金的な面

での保証,あ るいは天野氏の後を継いで中央アンデス先スペイン文化の研究に情熱を

傾ける人が続 くことを希望す るのみである。
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